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第
三
回
日
時
議
題
。
第
一
回
日
時
場
所
講
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。
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総
会
昭
和
四
十
年
四
月
二
十
四
日
午
後
一
時
よ
り
昭
和
四
十
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
会
計
報
告
昭
和
四
十
一
年
度
活
勁
方
針
審
議
決
定
、
役
員
改
選
引
継
ぎ
末
政
助
教
授
・
瀬
尾
助
教
授
歓
送
会
0
寺
尾
晃
洋
教
授
帰
朝
歓
迎
会
H
時
昭
和
四
十
年
九
月
八
日
午
後
四
時
よ
り
坦
所
第
三
学
舎
第
二
会
議
室
。
第
二
回
総
会
日
時
昭
和
四
十
年
十
二
月
十
一
日
午
後
六
時
よ
り
議
題
商
学
会
運
営
に
つ
い
て
亀
井
利
明
助
教
授
学
位
授
与
祝
賀
会
総
会
昭
和
四
十
一
年
三
月
一
日
午
後
三
時
半
よ
り
商
学
会
運
営
お
よ
び
役
員
改
選
に
つ
い
て
学
術
眺
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
昭
和
四
十
年
四
月
二
十
三
日
午
後
一
時
よ
り
第
三
学
舎
第
―
―
―
七
教
室
「
変
動
と
安
定
の
経
済
社
会
」
本
学
経
済
学
部
教
授
中
川
町
太
郎
氏
。
第
六
回
日
時
楊
所
。
第
五
回
H
時
場
所
講
演
。
第
四
回
u
時
場
所
講
演
。
第
三
回
日
時
場
所
講
演
。
第
二
回
u
時
場
所
講
演
学
術
識
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
昭
和
四
十
年
五
月
十
二
日
午
後
七
時
よ
り
天
六
学
舎
第
四
十
七
教
室
「
学
生
生
活
と
識
場
」本
学
経
済
学
部
教
授
寺
尾
河
野
学
術
購
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
昭
和
四
十
年
六
月
十
七
日
午
後
一
時
よ
り
第
三
学
舎
第
三
0
ー
教
室
「
最
近
の
株
価
下
落
の
背
最
」
大
阪
市
立
大
学
教
授
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
昭
和
四
十
年
六
月
二
十
九
H
午
後
二
時
半
よ
り
第
三
学
舎
第
ニ
―
七
教
室
「
資
本
主
義
と
現
代
」
京
都
大
学
教
授
学
術
購
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
昭
和
四
十
年
十
月
二
十
六
日
午
後
一
時
よ
り
第
三
学
舎
第
三
0
三
教
室
「
滞
英
雑
感
」
尚
学
部
教
授
学
術
購
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
昭
和
四
十
年
十
月
二
十
六
日
午
後
六
時
よ
り
天
六
学
舎
第
十
七
教
室
11
合
ー
、
晃
洋
氏
健
二
氏
一
郎
氏
東
井
正
美
氏
。
第
八
回
日
時
場
所
講
演
。
第
七
回
日
時
場
所
講
演
勉
氏
商
学
部
教
授
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
昭
和
四
十
年
十
月
二
十
九
日
午
後
一
時
よ
り
第
三
学
舎
第
ニ
―
四
教
室
「
経
済
理
論
の
リ
ア
リ
ズ
ム
ー
R
e
a
l
i
s
m
o
f
 E
c
o
n
o
m
i
c
 T
h
e
o
r
y
ー」
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
経
済
学
者
ユ
ー
ハ
ン
・
オ
ー
ケ
ル
マ
ン
教
授
解
説
本
学
経
済
学
部
助
教
授
高
本
昇
氏
学
術
購
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
昭
和
四
十
年
十
二
月
四
H
午
前
十
時
半
よ
り
誠
之
館
特
別
講
堂
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」
講
演
「
滞
英
雑
感
」
東
京
大
学
総
長
。
第
二
回
研
究
報
告
会
u
時
昭
和
四
十
年
六
月
二
十
三
日
正
午
よ
り
楊
所
第
三
学
舎
第
二
会
議
室
研
究
報
告
「
企
業
間
信
用
の
膨
張
に
つ
い
て
」
大
河
内
一
男
氏
。
第
一
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
四
十
年
五
月
二
十
六
日
午
前
十
一
時
半
よ
り
均
所
第
三
学
舎
第
二
会
議
室
研
究
報
告
「
H.
S
a
u
v
a
i
n
の
証
券
分
析
論
に
つ
い
て
」
尚
学
部
尊
任
講
師
松
谷
寺
尾
晃
洋
氏
商
学
部
教
授
。
第
三
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
四
十
年
九
月
二
十
二
13
正
午
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
二
会
議
室
研
究
報
告
「
ニ
ッ
ク
リ
ッ
シ
ュ
経
営
学
の
変
貌
」
商
学
部
助
教
授
。
第
四
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
四
十
年
十
一
月
二
十
四
日
正
午
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
二
会
議
室
研
究
報
告
「
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
成
長
的
視
点
と
貨
幣
的
視
点
」
商
学
部
助
教
授
木
村
滋
氏
大
栢
昭
一
氏
安
田
信
一
氏
河中飯植〇
村辻野野報
会
員
の
研
究
活
動
（
昭
和
四
十
年
一
月
ー
十
二
月
）
（
た
だ
し
、
本
学
会
関
係
の
も
の
を
除
く
）
高
尾
寺
尾
山
崎
亀
井
害
宜
介
r
京
都
市
に
お
け
る
馘
光
事
業
の
現
状
と
将
来
」
編
著
（
京
都
市
観
光
局
四
十
年
一
月
一
四
九
ペ
ー
ジ
）
柴
田
銀
次
郎
『
港
湾
の
財
政
に
関
す
る
研
究
」
（
全
国
市
長
会
四
十
年
四
月
四
ニ
ペ
ー
ジ
）
忠
男
r
改
訂
税
務
会
計
の
理
論
」
（
有
斐
閣
四
十
年
四
月
―
―
ー
ニ
ペ
ー
ジ
）
晃
洋
r
独
立
採
雰
制
批
判
ー
公
共
料
金
問
題
の
基
本
視
角
ー
」
（
法
律
文
化
社
四
十
年
四
月
三
四
ニ
ペ
ー
ジ
）
紀
男
「
小
売
商
の
専
門
店
化
と
そ
の
問
題
ー
中
小
企
業
経
営
合
理
化
シ
リ
ー
ズ
第
八
巻
ー
』
（
兵
庫
県
商
工
労
働
部
四
十
年
四
月
一
五
ペ
ー
ジ
）
利
明
r
英
国
の
保
険
事
業
」
（
法
律
文
化
社
四
十
年
五
月
二
八
0
ペ
ー
ジ
）
告
書
郁
太
r
大
阪
ね
じ
卸
売
業
診
断
報
告
書
」
（
大
阪
市
経
済
局
疇
｝
四
十
年
十
月
）
宜
介
『
枚
方
市
観
光
診
断
報
告
書
』
（
枚
方
市
産
業
建
設
部
商
工
課
四
十
年
三
月
）
0
著
河
村
亀
井
吉
信
〇
論
植
野
長
砂
清
水
“ 
飯
野
文
郁
太
「
A
A
A
の
r
実
現
概
念
」
」
（
実
務
会
計
四
十
年
利
粛 明 実
宗
柴
田
銀
次
郎
春
樹
II 
山
崎
紀
男
r
港
湾
事
業
の
企
業
化
態
努
」
（
運
輸
省
港
湾
審
議
会
管
理
部
会
へ
提
出
意
見
書
四
十
年
七
月
）
r
三
木
産
鋸
の
流
通
経
路
と
そ
の
問
題
」
（
兵
庫
県
物
産
協
会
四
十
年
十
月
）
「
岡
山
県
卸
売
業
団
地
診
断
報
告
」
六
月
）
0
分
担
執
筆
広
田
司
朗
「
思
想
の
歴
史
第
九
巻
河
野
健
二
編
r
マ
ル
ク
ス
と
社
会
主
義
者
」
A
団
体
の
思
想
と
分
裂
の
現
実
＞
」
（
平
凡
社
四
十
年
十
二
月
）
「
田
杉
競
編
「
経
営
学
概
論
上
巻
」
第
二
章
、
第
三
章
」
（
三
和
書
房
四
十
年
六
月
）
「
黒
沢
清
編
r
会
計
学
事
典
』
第
八
章
当
座
資
産
」
（
青
林
書
院
四
十
年
十
二
月
）
「
大
崎
・
木
原
編
r
社
会
主
義
経
済
学
の
生
成
と
発
展
」
第
二
編
第
二
章
社
会
主
祗
の
経
済
法
則
論
」
（
青
木
書
店
四
十
年
九
月
）
「
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
編
「
経
済
学
辞
典
』
＾
フ
ォ
ン
ド
V
A
基
本
建
設
＞
」
（
岩
波
魯
店
四
十
年
九
月
）
同
右
A
海
上
保
険
＞
同
右
A
比
較
生
産
喪
説
＞
（
岡
山
限
四
十
年
II ” ” 
II 
山
崎
紀
男
安
田
信
宮
下
孝
吉
河
村
宜
介
川
元
英
植
野
郁
太
九
月
号
）
「
棚
卸
資
産
に
対
す
る
評
価
性
引
当
金
の
設
定
に
つ
い
て
」
（
会
計
第
八
八
巻
四
号
四
十
年
十
月
）
「
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
に
お
け
る
養
老
保
険
に
基
づ
く
制
度
」
（
末
高
信
博
士
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集
r
保
険
学
の
論
理
と
現
実
」
四
十
年
三
月
）
「
知
床
へ
の
道
」
（
高
速
道
路
と
自
動
車
第
八
巻
九
号
四
十
年
九
月
）
「
経
済
史
に
つ
い
て
の
断
想
」
（
思
想
第
四
九
四
号
四
十
年
八
月
）
「
金
利
政
策
と
産
業
構
造
高
度
化
政
策
」
（
バ
ン
キ
ン
グ
第
二
0
七
号
四
十
年
六
月
）
「
小
売
店
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
五
）
ー
店
主
が
動
か
す
資
カ
ー
」
（
テ
ク
ス
タ
イ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
四
十
年
一
月
号
）
「
同
右
（
六
）
ー
売
れ
な
い
原
因
の
追
求
ー
」
（
同
四
十
年
二
月
号
）
「
同
右
（
七
）
ー
適
応
を
迫
ら
れ
る
社
会
的
要
因
と
自
然
的
要
因
ー
」
（
同
四
十
年
三
月
号
）
「
同
右
（
八
）
ー
店
と
し
て
の
総
合
化
と
専
門
化
ー
」
（
同
四
十
年
四
月
号
）
「
同
右
（
九
）
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
商
店
街
の
カ
ー
」
（
同
四
十
年
五
月
号
）
“ 
亀
井
利
明
飯
野
春
樹
” ” ” 
／ ” ” ” 
山
崎
阿
紀
男
「
同
右
(
l
0
)ー
店
舗
の
販
売
装
置
ー
」
（
同
月
号
）
「
同
右
(
-
―
)
ー
店
舗
販
売
力
の
弾
力
性
ー
」
（
同
年
七
月
号
）
「
同
右
(
―
二
）
ー
近
代
化
の
二
重
性
と
適
応
の
む
つ
か
し
さ
ー
」
（
同
四
十
年
八
月
号
）
「
同
右
(
-
三
）
ー
店
と
販
売
員
の
接
客
—
」
（
同
四
十
年
九
月
号
）
「
同
右
（
一
四
）
ー
消
費
者
の
近
代
性
ー
」
（
同
四
十
年
十
月
号
）
「
同
右
（
一
五
）
ー
単
一
化
と
多
様
化
」
（
同
四
十
年
十
一
月
号
）
「
同
右
（
一
六
）
ー
販
売
方
法
の
様
式
化
ー
」
（
同
四
十
年
十
二
月
号
）
「
近
畿
四
の
消
費
ー
そ
の
実
体
と
将
来
」
(
y
T
R
R
E
P
O
R
T
四
0
号
四
十
年
八
月
）
「
中
小
企
業
経
営
と
人
間
問
題
」
（
京
銀
調
査
月
報
一
九
六
五
ー
三
茶
1
2
9
)
「
英
国
保
険
事
業
に
お
け
る
企
業
集
中
」
（
久
川
教
授
退
官
記
念
「
保
険
の
近
代
性
と
社
会
性
」
四
十
年
一
月
）
「
海
上
保
険
契
約
に
お
け
る
挙
証
索
任
と
損
害
説
明
義
務
「
（
損
害
保
険
事
業
研
究
所
創
立
三
十
周
年
記
念
r
損
害
保
険
論
集
」
四
十
年
三
月
）
四
四
十
四
十
年
六
吉
信
高
柳
清
水
酒
井
太
村
亀
井
II ” ” 
文
雄
宗
一
龍
芳粛
「
英
国
に
お
け
る
保
険
企
業
の
形
態
」
（
末
高
信
博
士
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
梨
r
保
険
学
の
論
理
と
現
実
」
四
十
年
三
月
）
「
英
国
に
お
け
る
保
険
プ
ロ
ー
カ
ー
の
法
的
性
格
」
（
保
険
学
雑
誌
第
四
二
八
号
四
十
年
三
月
）
「
配
給
機
能
と
し
て
の
危
険
負
担
機
能
」
（
日
本
商
業
学
会
編
r
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
四
十
年
八
月）「
英
国
海
上
保
険
証
券
改
正
論
」
（
損
害
保
険
研
究
第
二
七
巻
四
号
四
十
年
十
一
月
）
「
国
際
均
衡
の
財
的
・
貨
幣
的
基
礎
」
（
国
際
経
済
第
十
六
号
四
十
年
九
月
）
「
会
計
学
の
方
法
論
的
反
省
」
（
実
務
会
計
四
十
年
七
月
号
）
「
修
正
原
価
主
義
と
資
産
原
価
配
分
」
（
企
業
会
計
四
十
年
四
月
号
）
「
監
査
人
の
権
限
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
企
業
会
計
四
十
年
六
月
号
）
「
古
典
派
経
済
学
と
国
際
分
業
論
」
（
経
済
論
塗
第
九
六
巻
三
号
四
十
年
九
月
）
0
学
会
報
告
植
野
郁
太
「
棚
卸
資
産
に
対
す
る
評
価
性
引
当
金
の
設
定
に
つ
い
て
」
（
日
本
会
計
研
究
学
会
全
国
大
会
於
関
西
学
院
大
学
滋
利
明
保
田
芳
昭
中
辻
卯
高
柳
龍
芳
亀
井
利
明
柴
田
銀
次
郎
河
村
宜
介
五
四
十
年
七
月
）
「
松
山
周
辺
に
お
け
る
観
光
開
発
」
(
H
本
観
光
学
会
秋
季
大
会
於
松
山
商
大
四
十
年
十
一
月
）
「
港
湾
労
働
法
の
精
神
と
そ
の
実
施
上
の
難
点
」
（
日
本
港
湾
経
済
学
会
四
十
年
十
月
）
「I
n
c
h
m
a
r
e
e
C
l
a
u
s
e
の
一
考
察
」
(11
本
保
険
学
会
関
西
部
会
於
損
害
保
険
協
会
四
十
年
六
月
）
「
公
認
会
計
士
の
監
査
権
限
に
つ
い
て
」
(
H
本
会
計
研
究
学
会
全
国
大
会
於
関
西
学
院
大
学
四
十
年
七
月
）
「
ト
ー
タ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
一
考
察
」
（
日
本
経
営
学
会
関
西
部
会
於
関
西
大
学
四
十
年
十
二
月
）
「
消
費
者
志
向
か
ら
消
費
者
中
心
志
向
へ
の
転
化
ー
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
本
質
把
握
に
関
連
し
て
1
」
（
日
本
甜
業
学
会
関
西
部
会
於
甲
南
大
学
四
十
年
七
月
）
第
四
条
第
一
条
第
二
条
第
三
条
関
西
大
学
商
学
会
規
則
（
全
文
）
本
会
は
腿
西
大
学
商
学
会
と
称
す
る
。
本
会
は
商
学
並
び
に
経
済
学
に
関
す
る
学
術
の
研
究
及
び
こ
れ
に
関
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
会
は
次
の
事
業
を
行
う
。
一
、
機
関
誌
「
関
西
大
学
商
学
論
集
」
の
発
行
二
、
研
究
会
及
び
講
演
会
の
随
時
開
催
三
、
そ
の
他
適
当
と
認
め
た
事
業
本
会
は
次
の
も
の
を
も
っ
て
組
織
す
る
一
、
正
会
員
L
関
西
大
学
商
学
部
の
教
授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
、
助
手
2
前
号
以
外
の
関
西
大
学
の
教
育
職
員
で
あ
っ
て
、
評
議
員
会
に
お
い
て
入
会
を
認
め
ら
れ
た
も
の
二
、
学
生
会
員
L
関
西
大
学
商
学
部
の
学
生
2
裔
学
並
び
に
経
済
学
に
関
す
る
課
程
を
お
さ
め
て
い
る
関
西
大
学
大
学
院
学
生
三
、
普
通
会
員
尚
学
並
び
に
経
済
学
に
関
す
る
課
程
を
お
さ
め
た
関
西
大
学
各
学
部
の
卒
業
生
で
あ
っ
て
、
評
議
員
会
に
よ
っ
て
入
会
を
認
め
ら
れ
た
も
の
四
、
賛
助
会
員
六
付
則
第
十
一
条
第
十
二
条
第
十
三
条
第
十
四
条
第
九
条
第
十
条
三
、
普
通
会
員
四
、
賛
助
会
員
本
会
の
運
営
は
会
員
の
会
費
及
び
寄
付
金
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。
会
員
は
機
関
誌
「
関
西
大
学
商
学
論
集
」
の
配
布
を
受
け
、
そ
の
他
本
会
の
行
う
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
末
日
に
終
る
。
本
会
則
の
改
正
変
更
は
評
議
員
会
の
決
謙
に
よ
る
。
「
商
学
論
集
」
の
発
行
は
当
分
年
六
回
と
す
る
。
二
、
学
生
会
員
年
額
四
千
円
「
特
輯
号
」
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
年
額
一
千
円
本
会
に
顧
問
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
顧
問
は
評
議
員
会
に
お
い
て
推
煎
す
る
。
会
員
は
、
次
の
区
別
に
よ
り
会
費
を
納
め
る
こ
と
を
要
す
る
。
一
、
正
年
額
年
額
会
員
一
千
円
千
円
第
八
条
役
員
の
任
期
を
す
べ
て
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。
二
、
常
任
委
員
評
議
員
中
よ
り
若
干
名
を
互
選
す
る
一
、
会
長 評
議
員
会
に
お
い
て
適
当
と
認
め
た
も
の
本
会
の
事
務
所
は
関
西
大
学
商
学
部
内
に
お
く
。
本
会
に
評
議
員
を
お
き
、
本
会
の
運
営
は
評
議
員
会
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
う
。
評
議
員
会
は
関
西
大
学
商
学
部
教
授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。
商
学
部
長
を
お
す
第
七
条
本
会
に
は
次
の
役
員
を
お
く
。
第
五
条
第
六
条
七
